
１．内水ハザードマップとは

　　　大雨が降った際に、下水道その他の排水施設の能力を超えた場合や河川の水位が上昇

　　  することによって、雨水が排水できなくなった場合に発生する内水氾濫が想定される

　　　区域や浸水の深さなどの浸水に関する情報や、避難方法等の避難に関する情報を記載

　　　したものです。

２．内水ハザードマップの概要

　（１）対象となる降雨および区域

 　 　  公共下水道全体事業計画区域内を対象に、１０００年に１回程度降るおそれのある

　　    想定最大規模降雨の大雨を１時間あたり１０３．７ｍｍ（Ｌ２）としてシミュレー

　 　   ションを行い、浸水が想定される範囲やその深さなどを表したものです。

 　

　（２）公共下水道全体事業計画区域外での取り扱い

 　 　  公共下水道全体事業計画区域外などについては、近年において最大の降雨をもたら

　 　   した、令和元年台風19号による被害を基に、浸水範囲を水色で着色しております。

　（３）浸水しない場所

　　    この図面で色がついていない場所は、計算上（想定）では浸水しない場所となります。

　 　　 ※気象条件等で実際の浸水状況や浸水範囲と異なる場合がありますので、

  　　  　この内水ハザードマップによって生命や財産を保証するものではありません。

３．内水ハザードマップの活用

　（１）内水ハザードマップの配布先

　 　  ① 避難所となる公共施設（町内小中学校・各生涯学習センターなど）、各行政区

　　    （集会所）にＡ０サイズの図面を配布します。

　　   ② Ａ１サイズの図面を柴田町の全戸に配布します。

  　 　③ 柴田町ホームページ（上下水道課のページ）で、スマートフォンなどでも閲覧で

　　    　きるようにします。

　（２）国土交通省等への報告

　　   柴田町内水ハザードマップを国に報告することで、令和８年度以降は雨水対策に係

　　   る下水道事業（重点事業）の予算配分が受けやすくなります。

内水ハザードマップについて

４．内水ハザードマップ図（縮小版）

５．内水ハザードマップ凡例と掲載情報


